
外郭団体「公益財団法人 よこはまユース」の協約マネジメントサイクル 

に基づく評価結果等について 
 

本市では、各外郭団体が一定期間における主要な経営目標を本市との「協約」として掲げ、経営

の向上を促進する「協約マネジメントサイクル」の取組を進めています。 

27 年度から各団体において取組を進めている「協約」については、横浜市外郭団体等経営向上委

員会（以下「委員会」という）を活用し、協約の進捗状況及び経営を取り巻く環境の変化への対応

に関する評価を毎年度実施し、マネジメントサイクルの効果の向上及び団体経営の健全化を図って

いくこととしています。 

29 年度においても、これまでの取組実績を踏まえ、委員会による評価を実施しましたので、評価

結果等について御報告します。 

 

１ 公益財団法人 よこはまユースの評価結果 

(1) 26 年度に定めた団体経営の方向性等 

ア 団体経営の方向性 

「事業の再整理・重点化等に取り組む団体」 

イ 協約の期間 

平成 27～29 年度 

 

(2) 協約目標の取組結果（抜粋） 

ア  公益的使命の達成に向けた取組(1)：地域全体で青少年を支える環境を醸成するための人

材育成 

 

イ 公益的使命の達成に向けた取組(2)：ネットワークの推進や団体の運営支援による、青少

年育成活動の更なる充実や新たな取組の創出 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

①地域における青少年

の体験活動の支援（相

談、助言、啓発）並びに、

講座、セミナーの実施回

数増加 

実施回数 

1,516 回 

活動支援 

1,366 回 

講座セミナー 

150 回 

実施回数 

1,880 回 

活動支援 

1,666 回 

講座セミナー 

214 回 

実施回数 

1,680 回以上 

活動支援 

1,500 回以上 

講座セミナー 

180 回以上 

順調 

②小学生の成長支援を

目指した、放課後児童育

成事業スタッフのスキ

ルアップ 

調査・研究 研修実施 

研修項目の体系化

と研修企画 

研修項目を体系化

し研修を実施 

順調 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

①青少年に関わる人材

ネットワークの拡充と

既存ネットワークとの

連携強化 

青少年の居場所・

地域活動拠点連絡

会 

１回／年 

青少年に関わる人

材ネットワーク会

議 

９回／年 

青少年に関わる人

材ネットワーク会

議 

４回／年 

順調 

②放課後キッズクラブ

等の安定運営のための

支援、事業の充実を目指

したネットワーク構築 

事業企画 ＮＰＯ法人立ち上

げに向けた相談・

助言５件／年、 

交流会７回／年 

ＮＰＯ法人立ち上

げに向けた相談・

助言３件／年、 

交流会６回／年 

順調 

   

 

 

ウ 公益的使命の達成に向けた取組(3)：青少年が直接参加する活動・体験機会の提供の拡大

及び、そこから得られるノウハウや課題をもとにした、指導者、育成者、関係団体等に対す

る中間支援機能の強化 

  

エ 事業の再整理・重点化等に向けた取組 

 

オ 財務の改善に向けた取組 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

①他団体と連携・協働

による、青少年が直接

体験できる活動プログ

ラムの拡充 

実施回数 

243 回 

参加者数 

12,321 人 

実施回数 

630 回 

参加者数 

32,868 人 

実施回数 

270 回以上 

参加者数 

16,000 人以上 

順調 

②施設利用者の満足度

の向上 

各施設の満足度 

育成 C：91.4％ 

研修 C：98.3％ 

交流 C：87.3％ 

各施設の満足度 

育成 C：94.7％ 

研修 C：97.9％ 

各施設の満足度 

育成 C：95.4％ 

研修 C：98.5％ 

順調 

③他団体へのノウハウ

提供等による活動支援 

実施 実施 実施 順調 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

①人材育成、ネットワー

ク推進、活動支援と体験

事業の実施 

講座・研修、連絡

会、相談、コーデ

ィネート 

講座・研修、連絡

会、相談、コーデ

ィネート 

現場運営で得たノ

ウハウ・課題等を

活かした中間支援

機能の発揮（※【公

益的使命の達成に

向けた取組(1)～

(3)】に掲げる目標

数値により、進ち

ょくを確認） 

順調 

②放課後キッズクラブ

や青少年施設の運営を

通じたノウハウの蓄積、

課題把握等 

放課後キッズクラ

ブ 18 か所、青少年

施設３か所の運営 

放課後キッズクラ

ブ 26 か所、青少年

施設２か所の運営 

現場運営で得たノ

ウハウ・課題等を

活かした中間支援

機能の発揮（※【公

益的使命の達成に

向けた取組(1)～

(3)】に掲げる目標

数値により、進ち

ょくを確認） 

順調 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

自主財源収入を平成 27

年度までに 25,700 千円

/年 以上に引き上げま

す。 

 

23,850 千円 

 

24,626 千円 

【27 年度以降】 

25,700 千円以上 

やや遅

れ 

平 成 2 9 年 1 2 月 1 4 日 

こ ど も 青 少 年 ・ 教 育 委 員 会 

こ ど も 青 少 年 局 



カ 業務・組織の改革 

 

(3) 協約目標設定後に生じた課題等 

少子高齢化や地域のつながりの希薄化など、青少年を取り巻く環境の変化に伴い、青少年 

の健やかな成長を支える健全育成は、その重要性を増しているところです。 

また、いじめ、不登校、ひきこもり、貧困など、困難を抱える青少年に対する支援も、学

校、行政、家庭、地域、関係団体・機関等が連携して対応すべき、大きな課題となっていま

す。 

     団体は、青少年の健全育成を推進するため、人材育成やネットワークづくりなどの取組を

強化するとともに、こうした青少年を支援するための活動にも力を発揮していけるよう取り

組んでいきます。 

 

(4) 29 年度経営向上委員会の評価結果及び助言 

 

 

 

 

 

(5) 評価結果を受けた所管局・団体の振り返り 

    

 

 

 

 

 

 

 

２ 添付資料  

「平成 29 年度 総合評価シート」（答申抜粋 公益財団法人よこはまユース部分） 

 

取組 25 年度実績 28 年度実績 29 年度目標 進捗 

状況 

事業評価の仕組み：他都

市類似団体や大学の研

究機関等と連携し、外部

委員による事業評価を

新たに実施 

全事業を対象に内

部評価を実施。（上

半期、下半期の年

２回）平成 26 年度

事業に反映。 

全事業を対象に内

部評価を実施。（上

半期、下半期の年

２回）平成 29 年度

事業に反映。 

外部評価に関する

調査の実施と検討

（２月実施） 

外部評価実施方

法の検討、試行 

順調 

評価結果 委員会助言 

引き続き取組を推進 協約の取組目標について、自主財源収入の増加に向けた取組に

やや遅れがあるが、おおむね順調に取り組まれている。また、他

に団体の経営状況に新たな課題は認められない。 

団体は、事業の再整理・重点化等に取り組む団体と位置付けら

れており、団体の役割である中間支援機能が効果的に発揮される

よう、引き続き事業の重点化に向けた取組を進めていく必要があ

る。 

   

協約の取組目標については、概ね順調に進んでおり、「やや遅れ」のあった項目を含め、

引き続き 29 年度目標を達成できるよう着実に取組を進めていきます。 

また、委員会の助言を踏まえ、団体の役割である中間支援機能が効果的に発揮されるよう

事業の一層の重点化に取り組んでいきます。 

 

※委員会による評価は、以下の４つの評価分類から、団体ごとに決定しています。 

①引き続き取組を推進 ②取組の強化や課題への対応が必要 

③協約の見直しが必要 ④団体経営の方向性の見直しが必要     

【参考】横浜市外郭団体等経営向上委員会等について 

１ 経営向上委員会概要 

設置根拠 横浜市外郭団体等経営向上委員会条例（平成 26 年９月 25 日施行） 

設置目的 外郭団体等のより適正な経営の確保を図るとともに、外郭団体等に関して適

切な関与を行うため 

委 員 
（任期 2 年） 

大野 功一 （関東学院大学 経済学部教授）【委員長】 
遠藤 淳子 （遠藤淳子公認会計士事務所 公認会計士） 
大江 栄  （エフ・ブルーム（株）代表取締役 中小企業診断士） 
鴨志田 晃 （横浜市立大学 学術院国際総合科学群経営学コース教授） 
田辺 恵一郎（プラットフォームサービス（株）代表取締役会長） 

ちよだﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑｽｸｴｱ（官民連携による中小企業者のﾋﾞｼﾞﾈｽｺﾐｭﾆﾃｨ施設）運営会社を経営 

設 置 平成 26 年 10 月 21 日 

所掌事務 

１ 外郭団体等のより適正な経営を確保するための仕組み及び外郭団体等に

対する市の関与の在り方に関すること 
２ 外郭団体等の経営に関する方針等及びその実施状況の評価に関すること 
３ 外郭団体等の設立、解散、合併等に関すること 
４ その他外郭団体等に関し市長が必要と認める事項 

 

２ 団体経営の方向性：４分類の考え方 

 

団体分類 分類の考え方 

統合・廃止の検討 

を行う団体 

①速やかに廃止すべきもの 

②廃止に向け、方針期間中に残務・財産整理等を計画的に進めるべ

きもの 

③統合等により、現在の公益サービスの継続を目指すべきもの 

民間主体への移行に

向けた取組を進める

団体 

①市の関与を見直し、方針期間中に民間主体の経営へ移行すべきも

の 

②財務状況改善後等に民間主体の経営へ移行するため、方針期間中

に財務状況の改善を進めるべきもの 

事業の再整理・重点化

等に取り組む団体 

①団体運営（公益的使命等）の実現及び財務状況の改善に向け、事

業の統廃合を伴う経営改革を進めるべきもの 

②団体運営（公益的使命等）の実現強化に向け、事業の重点化を進

めるべきもの 

③地方独立行政法人制度活用の検討も含め、事業の再整理を進める

べきもの 

引き続き経営の向上

に取り組む団体 

①引き続き、現在の団体運営及び財務状況を維持するとともに、さ

らなる経営努力を続けるべきもの 

②団体運営（公益的使命等）に問題はないが、財務状況の改善に向

けた取り組みを進めるべきもの 

③団体運営（公益的使命等）に問題はないが、経常損益の早期黒字

化を図りつつ、今後の運営形態について幅広く検討すべきもの 



①
協
約
の
取
組
状
況

平成29年度　総合評価シート

団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局　青少年育成課

協約
期間

　　平成27年度～平成29年度（３か年の３年目）

団
体

分
類

事業の再整理・重点化等に取り組む団体

公益的使命の達成に向けた取組(1)
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

28年度
（実績）

29年度
上段:協約目標

下段:実績

①地域における青少年の体験活動の支
援（相談、助言、啓発）並びに、講
座、セミナーの実施回数増加

実績
(単位)

実施回数：
1,516回

活動支援：
1,366回

講座セミナー：
150回

実施回数:1,666
回

活動支援:1,478
回

講座セミ
ナー:188回

実施回数:1,727
回

活動支援:1,513
回

講座セミ
ナー:214回

実施回数:1,880
回

活動支援:1,666
回

講座セミ
ナー:214回

（目標）実施回数:
      1,680回以上
活動支援:
      1,500回以上
講座セミナー:
     180回以上
（実績）

（目標）研修項目を
体系化し研修を実
施

（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

②小学生の成長支援を目指した、放課
後児童育成事業スタッフのスキルアッ
プ

実績
(単位)

研修実施
評価・検討

研修実施
評価・検討

研修実施
研修項目の体系

化と研修企画
調査・研究

取組状況・
達成に向けた課題等

①28年度の目標を達成し、順調に実績を上げることができています。29年度も引き続き、目標達成を目指しま
す。
②28年度は各運営法人のスタッフの人材育成に資するよう法人独自の研修を実施するとともに、研修項目を体
系化し、研修企画しました。29年度は体系化した研修を実施し、放課後児童育成事業に携わる人材の育成を
図ります。

公益的使命の達成に向けた取組(2)
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
上段:協約目標

下段:実績

①青少年に関わる人材ネットワークの
拡充と既存ネットワークとの連携強化

実績
(単位)

青少年の居場
所・地域活動拠

点連絡会
1回／年

青少年の居場
所・地域活動拠

点連絡会
3回／年

青少年の居場
所・地域活動拠

点連絡会
2回／年

青少年に関わる
人材ネットワーク

会議
9回／年

（目標）
青少年に関わる人
材ネットワーク会議

4回／年

（実績）

進捗
状況

- - やや遅れ 順調 -

②放課後キッズクラブ等の安定運営の
ための支援、事業の充実を目指した
ネットワーク構築

実績
(単位)

【試行実施】
はまっ子ふれあ
いスクールと放

課後キッズクラブ
双方の交流事業

2回／年

ＮＰＯ立ち上げ
型キッズ支援

2か所
スタッフ交流事

業
6回／年

ＮＰＯ法人立ち
上げに向けた

相談・助言5件／
年、交流会７回

／年

(目標）
ＮＰＯ法人立ち上げ

に向けた
相談・助言３件／

年、交流会6回／年

（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

事業企画

取組状況・
達成に向けた課題等

①28年度は子ども・青少年に関わる多様な人材がつながり、情報交換ができる機会を設けました。29年度も引
き続き、こうした機会の提供に努め、目標達成を目指します。
②28年度はNPO法人立ち上げ型キッズクラブへの相談・助言を行うとともに、交流会を開催し各運営法人を支
援しました。29年度は、これまでに蓄積したノウハウを各運営法人に還元していくことで、事業のさらなる充実に
努めます。



団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局　青少年育成課

協約
期間

　　平成27年度～平成29年度（３か年の３年目）

①
協
約
の
取
組
状
況

実施

公益的使命の達成に向けた取組(3)
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
上段:協約目標

下段:実績

①他団体と連携・協働による、青少年が
直接体験できる活動プログラムの拡充

実績
(単位)

実施回数:243
回

参加者
数:12,321人

実施回数:323回
参加者

数:23,754人

実施回数:412回
参加者

数:24,664人

実施回数:630回
参加者

数:32,868人

実施回数:270回以
上
参加者数:16,000人
以上
（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

②施設利用者の満足度の向上

実績
(単位)

各施設の満足度
育成C：91.1％
交流C：83.9％
研修C：98.4％

各施設の満足度
育成C：86.1％
交流C：94.6％
研修C：97.9％

各施設の満足度
育成C：94.7％
研修C：97.9％

各施設の満足度
育成C：95.4％
研修C：98.5％

（実績）

進捗
状況

- - やや遅れ 順調 -

各施設の満足
度

育成C：91.4％
交流C：87.3％
研修C：98.3％

取組状況・
達成に向けた課題等

①28年度は中間支援組織として、行政や地域、様々な団体と連携した、青少年の体験プログラムを実施しまし
た。29年度も引き続き、他団体と連携・協働による活動プログラムの拡充を図ります。
②28年度はそれぞれの施設利用者のニーズに応じた運営を行うことができました。29年度は職員対応の向上
等に引き続き取組むことで、満足度のさらなる向上に努めます。
③28年度はキッズクラブ運営により蓄積された活動プログラムの実施を通して、運営法人の枠を超えて事業を
合同開催することなど、法人が有する知識・経験を提供し、中間支援機能の発揮に努めました。29年度も引き
続き、ノウハウ提供等による活動支援に努めます。

事業の再整理・重点化等に向けた取組
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
上段:協約目標

下段:実績

- 順調 順調 -

①人材育成、ネットワーク推進、活動支援
と体験事業の実施

実績
(単位)

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

講座・研修、連
絡会、相談、

コーディネート

（目標）現場運営で
得たノウハウ・課題
等を活かした中間
支援機能の発揮

（※【公益的使命の
達成に向けた取組
（１）～（３）】に掲げ
る目標数値により、

進ちょくを確認）

（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

放課後キッズク
ラブ18か所、青
少年施設３か所
の運営

取組状況・
達成に向けた課題等

公益的使命の達成に向けた取組(1)～(3)が順調に進捗していることで、中間支援機能を発揮しました。29年度
も引き続き、それぞれの取組を着実に進めることで、事業の再整理・重点化を進めてまいります。

③他団体へのノウハウ提供等による活動
支援

実績
(単位)

実施 実施 実施

（目標)
実施

（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

②放課後キッズクラブや青少年施設の運
営を通じたノウハウの蓄積、課題把握等

実績
(単位)

放課後キッズク
ラブ23か所、青
少年施設３か所

の運営

放課後キッズク
ラブ26か所、青
少年施設３か所

の運営

放課後キッズク
ラブ26か所、青
少年施設２か所

の運営

（目標）現場運営で
得たノウハウ・課題
等を活かした中間
支援機能の発揮

（※【公益的使命の
達成に向けた取組
（１）～（３）】に掲げ
る目標数値により、

進ちょくを確認）

（実績）

進捗
状況

-



団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局　青少年育成課

協約
期間

　　平成27年度～平成29年度（３か年の３年目）

①
協
約
の
取
組
状
況

財務の改善に向けた取組
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
上段:目標協約

下段:実績

（目標）
25,700千円　以上

（実績）

進捗
状況

- - 順調 やや遅れ -

自主財源収入を平成27年度までに
25,700千円/年 以上に引き上げます。

実績
(単位)

23,850千円  24,161千円  26,614千円  24,626千円

取組状況・
達成に向けた課題等

新しい寄附金募集制度「よこはま子ども寄り添いブック寄附金」を立ち上げ、寄附金増を図りましたが、28年度
は目標達成に至りませんでした。29年度は、企業の社会貢献活動との連携、助成金獲得に力を入れ、自主事
業収入増を図ります。

業務・組織の改革
25年度
(実績)

26年度
（実績）

27年度
（実績）

28年度
（実績）

29年度
上段:目標協約

下段:実績

（目標）外部評価実
施方法の検討、試
行

（実績）

進捗
状況

- - 順調 順調 -

事業評価の仕組み：他都市類似団体や
大学の研究機関等と連携し、外部委員
による事業評価を新たに実施

実績
(単位)

全事業を対象
に内部評価を
実施。（上半
期、下半期の年
２回）平成26年
度事業に反映。

全事業を対象に
内部評価を実
施。（上半期、下
半期の年２回）
平成27年度事業
に反映。
外部評価に関す
る調査。

全事業を対象に
内部評価を実
施。（上半期、下
半期の年２回）
平成28年度事業
に反映。
外部評価に関す
る調査。

全事業を対象に
内部評価を実施
（上半期、下半
期の年２回）し平
成29年度事業に
反映。
外部評価に関す
る調査の実施と
検討（２月実施）

③
団
体
の

経
営
状
況

横浜市の青少年を取り巻く現状と課題に対応していくため策定した、法人の「経営方針(平成25年度〜29年度)」において重点方
針に位置付けた事業については、順調に成果を上げています。
財政面では、正味財産額は毎年減となっていますが、これは公益法人移行に伴い、これまでの繰越金を公益目的事業充実の
ため活用しているためです。

④
今
後
の

課
題

⑤
課
題
へ
の

対
応

取組状況・
達成に向けた課題等

28年度は事業評価システムによる事業の内部評価を行い、事業の見直し・改善に活用しました。また、外部評
価のあり方検討を、研究機関・他都市類似施設（実践者）とともに実施しました。29年度は検討した内容を試行
していくことで、目標達成を目指します。

②
環
境
・
状

況
の
変
化

多様な事業を実施する中で、中間支援組織としての必要性をふまえて、事業の見直しや新規・拡充を行い、法人の事業の再整
理をさらに図る必要があります。
また、子ども・若者を取り巻く環境の変化により、健全育成に加えて、課題のある青少年への対応の必要性も増していると考えま
す。

・法人の事業について、中間支援機能の観点から見直しを進めるとともに、青少年育成者・団体の自立促進、活動支援やネット
ワークづくりの充実、新たに全市的な調査・研究に取組むことで、さらにその機能を強化します。
・課題を抱える青少年への対応については、学校や他団体と連携することで居場所づくりなどの取組を進めていきます。

指定管理施設として運営していた横浜市青少年交流センターの廃止に伴い、その代替事業として青少年の交流・活動支援事
業（補助事業）が平成28年４月１日より開始され、当法人が運営法人として事業に取組んでいます。

⑥
協
約
の

見
直
し

協約の見直しの必要性：　有　　無

【見直しが必要な理由及び協約の変更内容】



団体名 公益財団法人　よこはまユース 所管課 こども青少年局　青少年育成課

協約
期間

　　平成27年度～平成29年度（３か年の３年目）

　協約の取組目標について、自主財源収入の増加に向けた取組にやや遅れがあるが、おおむね順調に取り組まれている。また、他に
団体の経営状況に新たな課題は認められない。
　団体は、事業の再整理・重点化等に取り組む団体と位置付けられており、団体の役割である中間支援機能が効果的に発揮されるよ
う、引き続き事業の重点化に向けた取組を進めていく必要がある。

経営向上委員会　助言

引き続き取組を推進
取組の強化や課題
への対応が必要

協約の見直しが必要
団体経営の方向性
の見直しが必要
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